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学校教育目標 やさしく、たくましい子どもの育成（やさしく、たくましく）

よく学ぶ よく遊ぶ 明るくあいさつ 黙って掃除

“子ども、保護者、地域、教職員、みんなが誇りに思い、楽しいと思える学校づくり”
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学校教育アンケートから
毎学期末に、「学校教育アン

ケート」を実施しています。毎
回、多くのご回答をいただき、
ありがとうございます。

このアンケートは、保護者の
皆様方が、日頃、学校や私達教
職員をどのようにご覧になって
いるのか、子どもの姿がどのよ
うに映っているのかをお尋ねし、
その後の教育活動に生かしなが

ら、学校と保護者のよりよい連携を図るために実施している
ものです。

実施したアンケート結果や考察等は、そのたびに保護者の
皆様にお知らせしています。今回は２学期のアンケート結果
をもとに、いくつかピックアップして考えていきたいと思い
ます。

「楽しく学校に行っている」「学
校は気軽に相談に応じている」「学
校は授業参観などをよく公開して
いる」の項目は、９５％以上の方
がプラス評価をしていました。あ
りがとうございました。主役であ
る子どもが楽しく学校に通ってい
る、また、学校や教職員が、保護
者の皆様と連携を深めようとして
いる姿勢をご理解いただいたこと
は、大変うれしく思います。

今後とも、『子どものよさや頑張りを見取り、誉めて伸ば
す』ことを基盤に置きながら、教育活動を進めて参ります。

「家庭で子どもの話を聞
いている」の項目は、９７
％以上の方がプラス評価を
していました。とても素晴
らしいことです。アンケー
トの回答率９１％を超える
関心の高さが、このことか
らもうかがえます。

子どもの話を聞くこと
は、一番大事な関係づくり

です。併せて、『聞き分ける』事も大切にしてください。『鵜
呑み』では、子どもの心は育ちません。

お知らせプリントにも記載しましたが、「学習意欲」「基本
的生活習慣」が十分ではありませんでした。前回と同じ結果
でした。

学習意欲は、学校の授業等で培っていかなければなりませ

んが、家庭学習とのつながりもあります。学校では少しでも
「わかる、楽しい授業づくり」に向けて取り組んでいきます。
「わかった！」という実感がなければ、「もっと知りたい」「や
ってみよう」という学ぶ意欲は湧きません。

基本的生活習慣の形成は、家庭が基盤ですが学校生活を送
る上でも大切にしていかなければな
らないと考えています。家庭ではま
ず、「早寝・早起き・朝ご飯」の取組
を、より進めていただきたいと思い
ます。学校では、授業時間を中心に、
学習規律を整えたり、集団生活を送
る上でのルールを守らせたり、あい
さつなどで相手を思いやったりさせ
ながら、社会性の向上を図っていき
たいと思います。

多くのご意見をいただき、本当にありがとうございました。
特にプラス的捉えのご意見が多く、学校や教職員のよさを、
具体的な場面を通して評価していただいたように感じまし
た。このようなご意見をいただき、私達は大変うれしく、ま
た、気持ちを引き締め直し、さらに頑張ろうという意欲をも
つことができました。

その中でも「子ども達がよくあいさつをする。自然にでき
るあいさつに好感がもてる。子どもが進んで近所の方にあい
さつをするように心がけている。卒業した中学生があいさつ
をしてくれた。よい習慣が身に付いていると思う。」「「上級
生が下級生のお世話をして、仲良くしている。縦割りグルー
プの活動で、上級生がリーダーシップをとっている。」「電子
黒板の活用はよい。」など、本校が力を入れて取り組んでい
ることに対して、大変よい評価をいただきました。さらに今
回多かったのが、担任に対する感謝の言葉です。「先生が熱
心に取り組んでいる。毎日持って帰るプリントから、先生の
真心が伝わってくる。先生が子どものことを気にしており、
何かあればすぐに連絡してくれる。子どもが授業に集中でき
るよう、先生が授業を工夫している。卒業しても子ども達の
話を聞いてくれるのでありがたい。」等でした。ありがとう
ございました。

また、『スクールヘルパーさんや地域の皆様への感謝の言
葉』も多く寄せられました。色々な機会に、学校からもスク
ールヘルパーさんや地域の皆様へ感謝の気持ちをお伝えした
いと思います。

門司海青小学
校がよい学校だ
と思えるのは、
誰かが頑張れば
よいのではあり
ません。子ども
も、教職員も、
保護者も、地域
の方々も、自分
にできることを
責任をもって取り組んでいくことだと考えています。

よりよい学校づくりのために、プラス思考での連携を益々
深めて参りましょう。

アンケートへのご協力、ありがとうございました。


